仰 間 が 広がる 、 旅 が 深まる 
"* Y ーー で 、 一 
9 で 


フラ プ ウ ー リ ズム 


2023 年 2 月 1 日 発行 


_ 旅 行 設定 期間 
2023 年 4 月 一 9 月 


*2019 年 4 月 一 2022 年 3 月 の ご 参加 者 
アン ケー ト よ り 。 5 段階 評価 中 「 満 足 」 
及び 「 ほ ば 満足 ] の 占め る 割合 (有効 
回 答 数 40.344 枚 )。 


クラ ブツ ー リ ズム の 最上 級 旅行 


ROYALGRANSTAGE 


SE ラッテ 


お 得意 様 に お 贈り する 


こま の た びび と 
四季 の 華 1 名 1 室 | 検索 


独楽 の px 人 


長野 県 だ ホテ ルグラン フェ ニッ クス 遇 志 賀 


と わり と お 


7 . 厳 選 の 旅館 ・ ホ テル を 1 名 様 に 1 室 ご 用 意 往復 の 列車 の 移動 も 快適 に 
ラー s ラバ 座 広く 1 な グリ ー ン 車 ・ 禁 ) 軸 
te ※ 秋 田山 形 . 刀 州 新幹線 、 在 来 線 特 急 は 部 例 外 が あり ます 
※ コ ー ス に より 例外 が あり ます 。。。 0. バ ス 護 席 は お ひと り 様 2 席 ご 用 意 (a イ ヤル クル レー サー 
な ツア ー デ ィ レ クタ ー(TD)・ バ スガ イド が お隣 の 方 に 気兼ね な く 、 広 々 1 0 2 
に 2 MS /. お 帰り の 荷物 宅配 サー ビス * ひ とり 内 ぉ 0 と っ (25ke ま で 


10 名 様 か ら ツ アー は 出発 、 バ ス 1 人 台 に つき | 東海 道 - 山 陽 ・ 刀 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160om を 超え る 符 物 を 車内 に 持ち 込む 
. 少 人 数 の 快適 な 旅 量 大 19 名 様 ※ コ ー ス に より 一 部 異 な り ます | 場合 は お 電話 に て 事前 に ご 相談 くだ さい 。 


み 記 2 ー 旅行 代金 か ら 1 泊 あ た り ン ひと りあ た り 
9 旅 f 本 支 援 全国 旅行 支援 に 補助 率 | 補助 上 限 地域 限定 クー ポン 
交通 付き コー ス | 20%% |5.000 円 | 平日 2.000 円 ノ 休 日 1.000 円 
こ の 関す る ご 案内 交通 な し コー ス 20% 3.000 円 | ※※ 地 域 限定 クー ポン の 付与 に つい て は 、 電 子 クー ポン の み と な 
月 2 w 0/ ーー 。 。 。 。  。 帰 り ヨ コー 20% 3,000 円 | 場合 が あり ます ( 各 都 道府県 の 条件 に より ます ) 
王寺 [| 行 の 信人 用 に つい て ) 支 人 と な る コー ス に つい て は 、 準 備 が 整い 次 第 道府県 と に 定め る 参加 条件 な どの ルー ル . 打 件 に 基づき 押 助 な ど 


2 を 適用 する 予定 で す ※ 補 助 支援 の 時 期 適 用 条件 は これ まで と 異な る 場合 が あり ます ※ コ ー ス ご と の 本 助 は 準備 が 整い 次 第 、 順 次 ホー ムペ ー ツ に て 反映 し ま 
( 四 上 ) す ※ 補 助 金額 お よび 地域 限定 クー ポン 額 の 算出 は お 客 様 個別 の 旅行 代金 に 基づき 行っ て いま す ※ 補 助 は 者 道府県 ご と に 補助 例 が な く な り 次 第 終了 し ます 
日 帰り は 最大 3,.000 円 上 限 


( 其 〇 ょ ー の の 
」G 当 「 向 癌 ] 
Oi 。 ニ T 


amco 料 NoOSーmm よ 尾 
〇 ー 〇 ON※ 澤 利 示 店 持 


(一 YY ヽ リー で) ワ ゴ 


難 回 登 半 ) 哨 叶 い きき 
S「| bi 
H 8 
VS 剖 光 環 語音 ( い ③ 暗 圧 


し 


(ツア ー 申 込 順 の 適用 と な り ま す )  ※ 補 助 の 適用 を 受け る に は ワク チン 検査 パッ ケー ジ 要 件 を 満た す 必要 が あり ます (ワク チン 接種 回 数 な どの 条件 は 都 道 府 県 

ご と に 異な り ます )  ※ 全 国旅 行 支援 が 再開 され て いな い 場 合 は 、 補 助 な どの 適用 は あり ませ ん ※ 適 用 条件 に よっ て は 、 掲 載 コ ー ス が 補助 な どの 支援 対象 と な 

ら な い 場合 が あり ます ※ 補 助 な どの 適用 が な い ご 予約 を 変更 ・ 取 消さ れる 場合 、 既 定 の 手数 料 を 収受 し ます ※ 各 都 道 府 県 お よび 事業 者 に お いて 回 避 回 
を 上 Me は ELECOMAAe9 に aa 援 の 支援 対象 に は な り ま せん 

6 還 ヽ 目 ※ 下 記 URL で 内 容 ・ 注 意 事項 を 必ず ご 確認 の 上 、 ご 予約 くだ さい 画 時 | クラ ツー 全国 旅行 支 援 T 

次 第 終了 と な り ます https://www.club-t.Com/sp/special/common/ryokoshien/ 詳し く は 弊社 ホー ムペ ー ジ へ | クラ ツー 全国 旅行 支 援 本 


4 ツア ー (一 部 コー 対象 ツア ー は 以下 の ① ま た は ② を 満た すこ と が ツア ー の ご 参加 人 条件 に な り ま す 
ヨ 社 対象 ツア A 部 コ ス を 除く ) ① 出 発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 14 日 前 まで に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス ワク チン 接種 を 2 回 以上 完了 し て いる こと ② 出 発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 3 日 前 以降 上 
の 参加 条件 を ご 確認 くだ さい 


に 採取 し た 検体 に よる PCH 検 査 が 抗原 定量 検査 、 ま た は 1 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる 抗原 定性 検査 の 結果 が 陰性 で ある こと ※ ワ クチ ン 接 種 を 1 
eSEsl 共 人 と 0 の ESE 計 還 を 32/ 刷 本 3 時 生 庫 は 回 以上 完了 し て いる こと が 参加 条件 と な る ツア ー も あり ます 。 そ の 他 条 件 と 併せ て 弊社 ホー ムペ ー ジ また は 各 旅 行 セ ンタ ー に て 必ず ご 確認 くだ さい 回 時 


フラ プ ヴ ツー リズ ム 株 式 会 社 


テ ジ タ ルカ タロ グ の 大 本 的 な 使い 万 


|IPC で の 操作 


ペー ジ め くり 拡大 ・ 系 


ブッ ク 画 面 の 左右 に ある マウ スホイ ー ル を 上 に 
矢印 ボタ ン を クリ ッ ク す る と _ 前 スク ロー ル し て 拡大 。 
ペー ジ が めく れ ま す 。 (拡大 時 に ) 

下 に スク ロー ル し て 縮小 。 


スマートフォン で の 操作 


CE.。 衣 AI ま る = ミワ ン ラン ク 上 の 旅 っ デア いっ も より 消し お けい た | 


くに 旅 し て みた い 。 そん な 


4 で の | 
ラプ リー ーー v ご 要望 に お こたえ する 人 旅 | 
フラ フウ ツーリズム / ン マ ん ンジ に 
| 近鉄 フル ー プ ーw ノ クラ ブツ ー リ ズム が 提案 | 


2019 と 1 月 10 発生 ーー ェ ー n 満ち た ワン ラン ク 上 の 旅 | 
1 Fi | 日 トコ 
7 フラ プリ ー リ ズム の 旅 を ご 満 東 くだ さい 。 | 
2020 征 3 用 に 
[ / 上 守 ラン タ 以 上 の テ ん を 利用 9 “ふら の ご 金 加 で ツア ー は 出 移 し ます | 
国内 ン 削 区 半 が の TTFTT ン Taaeekieeeo 「* で の 旧 め の お 家人 | 
| し 旅行 13 で りな を を 現 | | 
| Eo | 
世界 道上 。 『 | 
| ZS が に ーー | 
(の 優 准 さ が 議論 
ノミ | 
Fi ー 


ye ッ プ する と 、 
ー 詳 細 ペ ー ジ が 表示 され 、 お 申し 込み で きま す 。 


ail RU 
Yi は 15-19240 間 Wi 


儲 上 計 * ーー 深 も に 


ジ 国内 | 検索 


放つ OO 中 


目次 PDF 芋 詩 せん ッ つ L 


ッ B 24 Hg 
近鉄 グル ー プ フラ ブ ' リ ー リ ス ツ 、 株 式 会 社 ワレ ミア ム ス チー ジ 


カム イワ ッ カ の 中 
⑩ 知 床 遊 覧 船 :・ カ ムイ ワッ カ の 清 有 中 


所 要 時 間 : 約 1 時 間 50 分 


る ペット 生計 


で も 


ウト ロ 温 泉 


知床 の 自然 を 望む 高 
木 の ぬ くも りあ ふれ る 


至 然 館 の 客室 で お 寛 ざ くだ さい 。 
夕食 は 、 道 内 食材 を 使っ た 
会 席料 理 を ご 用 意 し ます 。 


画 同 行 還 1 名 圏 8 名 較 不 可 國 同 乗 


erds1 mr 


2 日 | 本 呈 20 
羽田 (11:00~ 1300 うー ト 4 原生 花園 (オホーツク 海 の 絶景 と 
NM 0 0 に ンコ 
(迫力 ある 双 美 の 名 涯 ) ニ ウ ト ロ 温 泉 ・ 知 床 第 一 ホテ ル ( 泊 ) 
※ 湯 冷め し に くく 肌 が し っ と りす る [美人 の ] を ご 堪能 いた だ け ま す 唱 日 恩 


ウト ロ 温 泉 (8:00 発 ) ニ = ウト ロ 港 (へ \ に 乗船 カム イワ ッ カ の 滝 や 乙 
女 の 涙 な どの 絶 早 を ひな が ら クル ー ジ ンク 床 明知 連山 を 學 め な 
2 が ら 高 困 木 道 を 自由 艇 策 )= = 羅臼 港 (へ ・ バ ー ド ウォ ッ チ ング クル ー ズ ) 

ニ ( 知 床 峠 開通 期間 の 短い 国道 )= ウト ロ 温 泉 ( 治 ) 

※16: 00 着 予定 靖 賠 多 
ウト ロ 温 泉野 付 半島 (原始 の 自然 美 が 残る 日 本 最大 の 砂 嗜 )= ニ 郷土 料 理 起 


う 田 (標津 牛 や 季節 の お 刺身 の 昼食 )= ニ 中 標津 羽田 (16:00-17:00 着 ) 


] の イル カバ ー ド 53 シグ クル ー ズ 


oe 


台 に 立つ ホテ ル 。 


所 要 時 間 : Men0g 


ミズ ナ キ ドリ 類 | 〇 〇 
ウツ ラ | 〇 (⑲ 
イシ イル カ @ @ 
シャ チ 人 へ 三 
発見 率 : 但 70% 以 上 、 〇 50-69%、 
〇 30-49%、 へ 10-29% 
(出典 : 知 床 ネ イチ ャ ー ク ルー ズ ) 


※ 野 生 動物 は ご 覧 いた だ け な い 場 合 が あり ます 


加 評 王 SE et ペー へ へろ ト 喜 淵 帆 ※ 


世 | 束 涯 


* 放 ご 油 壮 卓志 細 回 , 魚 お 壮 衣 基 


当 叶 藻 男 ゅ さき 十 半 浴 弄 


野付 半島 

全長 約 26km の 日 本 最大 砂 叶 
( さ し ) 。 海 水 の 浸食 に より 森 が 
立ち 枯れ 、 荒 涼 と し た 風景 は 
「 こ の 世 の 果 て 」 と 呼ば れる 神 
秘 的 な 光景 で す 。 


世界 道産 の 知床 ・ 雑 昨日 本 最大 の 砂 陵 で ある 秘境 ・ 野 付 半島 を 一 度 に めぐ 
り ます 。 知 床 ・ 羅 由 で は 、 絶 果 や 海 の 生き 物 た ち に も 出会う チャ ンス で す 。 ウ トロ 
温泉 連 泊 で 、 大 自然 を 満喫 する 3 日 間 に ご 案内 し ます 。 企画 担当 者 : 迫 久美 子 


靖 居 日 
空港 を 利用 する ツア ー に つい て 羽田 


" 新 干 歳 空 


港 利 用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 2 


新 千歳 日 机 


秋田 港 
秋田 空港 


ー ビ H\J 半 庄 


20 年 ほど 前 に 人 が 内 に 搬 え 2 こい に アジ サイ を 見 つけ て 本 なり を 折り た と ころ! えも いわ れ ら 衣 の 尺 抽 
が 生ま れ まじ だ % そ し て 今 組 度 は 訪れる な さき スポ ッ ト と 注目 を 集め て いま す 謙 NN WE 
※ ア ジン サイ の 繁 成 状況 は 気象 案件 な と の 事由 に より 前 後 する 場合 が あり ます 


欄 
朝里 | 湯 泉 W 優 】 ド よん な 船 旅 を 満了 陣 
専用 ダイ ニン グ で の グリ ルディ ナー を 堪能 
し 、 海 を 眺め る 大 浴場 や サウ ナ で 旅 の 疲れ 
を 癒し 、 ゆ と り の 客室 で 寛ぐ … 

ゆっ た り と し た 船旅 が お 楽し みい た だ け ま す 。 


コー ス 番 号 351 陸 計 男 同 生 国 1 名 圏 5 名 固 不可 圏 同乗 


1:2 日 目 札 幌 観光 バス 同等 、3 日 目 秋 北 バ ス 同 等 


< 


vo 和民 な コ 部 | 。 胡 


海 フェ リ 


ア / 
ン 


り 
ク 


の ま 


剖 ③ へ 平 ぶ 


美しき | 積 】 月 フ ブル ー | SS て 3 
大 海原 へ と ダイ ナミ ッ ク に せり 出し た 神 成 岬 と 「 積 丹 ブル ー」 っ NN 
と 呼ば れる 果て し な い 海 の 景観 は 圧巻 で す 。 水中 展望 般 が ら の 眺め 


3! 串 天 風呂 付 


出発 日 記 話 20(%)・29( 相 日 


| 里川 温泉 ・ お た る 宏 楽 園 ( 泊 


羽田 (10:00~11:00 発 ) サ 新生 歳三 小樽 ( 寅 河 の 街 を 自由 散策 ) 朝 


※16:00 着 予定 。 温 泉 露天 風呂 付 客室 に 宿泊 。 夕 食 は 季節 の 食材 と 
器 に こだわ っ た 和食 会 席料 理 を ご 用 意 し ます 回 司 


朝里 川 温泉 = 美国 港 (水中 展望 船 で 積丹 ブル ー を 堪能 ) ニ 積丹 町 
( 旬 の 新鮮 な 生 ウ ニ 丼 の 昼食 ) ニ 積丹 半島 ・ 神 威 岬 (雄大 な 自然 と 積丹 
2 ブル ー の 海 )= 苫 小牧 東港 (19:30 出 港 ) 新 日本 海 フェ リー( 船 中 泊 ) 
※ 客 室 は 専用 テラ ス ・ バ ス ・ ト イレ 付 の デラ ックス ルー ム を ご 用 意 し ます 。 ド 
夕食 は グリ ルディ ナー( 和 食 ) を お 召し 上 が りく だ さい 較 悦 釣 と [美肌 の 湯 」 と 呼ば れる 温泉 を 堪能 で きる 


m 到 呈 系 お た る 宏 楽 園 


約 8.000 坪 も の 日 本 庭園 に 囲ま れ た 温泉 宿 。 


秋田港 (7:35 入 港 ) 三 雲 昌 寺 ( 青 々 と し た 約 1,500 株 の アジ サイ が 咲 温泉 天 風 付 客室 を ご 用 意 し ます 。 
き 誇る 「 ア ジ サイ 寺 」 の 境内 を 各自 見 学 ) ニ レス トラ ン ルセット ( 旬 の 食材 

う を 味わう フラ ンス 料理 の 昼食 ) 三 美郷 ラベ ンダ ー 園 ( 約 2 万 株 の 紫 の ラ 
ベン ダー や 珍し い 「 ホ ワイ トラ ベン ダー」 が 咲く 風景 / 例 年 の 見 頃 は 6 月 
中 旬 -7 月 上 旬 ) 三 秋田 羽田 (17:00~-18:30 着 ) 國 屋 賠 


凸 Co | 較 洪 中 の び は 位 」 農 唄 
下落 届 紅き 天 w ご rrdHI ル 謙 - 理 へ キ 


積丹 半島 で は 紺碧 の 海 を 神威 岬 ( 陸 ) と 水中 展望 船 ( 海 ) か ら 見 学 、 
秋田 で は 境内 に 咲き 誇る 雲 員 寺 アジ サイ や 美郷 町 ラベ ンダ ー 園 へ 。 


この 時 期 だ か ら こ その 魅力 の スポ ッ ト を 、 新 


本 海 フェ リー で 繋ぐ 船旅 


で ご 案内 し ます 。 


半 放 ご 掴 革 卓 喜 細 四 , 療 対 遍 半 理 十 明寺 ot トー みろ 豆 漏 画 ※ 


企画 担当 者 : 迫 久美 子 


2 だ espsgscsp 表し りつ (4335)6240 58886ezsn 略 情 座 2 セミ ーーーーー ES 


す 。 赤 ・ 紫 ・ 黄 色 ・ オ レン ジ ・ ピ ンク な ど 、 色 と り ど り 
の 花々 が 目 を 楽し ませ て くれ ます 。 


1 日 目 夕食 
\I さ 
米沢 牛 

米沢 生 は きめ 細か い 軒 

降り と 脂 の 質 の 良さ が 特 

長 で す 。 上 質 の 脂 は 、 旨 

味 や 香り が あり 、 溶 け 出 

す 温 度 が 低い た め 、 口 の 軒 

中 で と ろ け る よう な 食 感 | 

を 楽し め ま す 。 


Na 
-、 1 日 目 夕食 すき 焼き ( 
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ー 例 ) 


3 日 目 昼食 


岩 ガ キ 
日 本 海 沿岸 の 岩礁 で 育 
つ 岩 ガキ は 春 か ら 夏 が 
殺 。 産 卵 を 控え た 岩 ガキ 
は 旨味 を 蓄え て ぷっ くり と 
大 きく 育ち 、 口 の 中 に 、 
海 の 香り と まろ や か な 甘 
み が 広がり ます 。 


1 名 ] 重 


コー 


2 番号 35162-M42 


| バス 会 社 ES ん 


同行 図 1 名 圏 6 名 賠 不 可 國 同 乗 


ス 同 等 


旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 180.000。 


出発 日 上 疾 22( 本 )・27 (日 


東京 (10:00-11:00 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 ・ 指 定席 (禁煙 ) 一 米沢 = 


(広大 な 敷地 に 多 品 種 約 50 万 本 の 


ユリ が 咲き 競う 美 し 


1 い 花 園 )= (340 種 約 6 千本 の バラ が 咲く バラ 園 ) ニ 小野 川 温 
泉 ・ 河 鹿 荘 ( 泊 ) ※17:00 着 予定 。 夕 食 は 旬 の 素材 を 用 いた 会 席 膳 を ご 
用 意 。 米 沢 邊 の し ゃ ぶし ゃ ぶ ま た は すき 焼き か ら お 選び いた だ け ま す 。 夕 食 
後 、 徒 歩 園内 の 「 」 へ ご 案内 日 多 
小野 川 温泉 = ( 約 3.3ha の 公園 内 に 咲き 誇る 約 500 種 


2 


100 万 本 の アヤ メ の 花 を 観賞 )= ニ レスト ラン ジュ アン (洋食 の 昼食 )= 
[糖度 18 度 以上 の 「 超 VIP サ クラ ン ボ ] 狩り ( 約 30 分 ) と 月 山 錦 ( ひ と り 
※17:00 着 予定 。 夕 食 


10 粒 ) 食 べ 比 べ ] = 湯田 川 温泉 ・ 湯 どの 庵 ( 泊 ) 
は 山形 食材 を ふん だ ん に 使っ た 季節 の 会 席料 理 を ご 朋 


※ 館 内 は 階段 の み と な り ます (2 階 建 て ) 


有意 


川 温泉 = 


湯 | 
辺 


一 新幹線 ・ 指 定席 ( 禁 


(月 山 ・ 羽 黒山 湯殿 山 の 三 神 を 合 祭 し た 
う 社殿 へ 各自 参拝)= 鈴 政 [( 撮 り 寿司 と 旬 の 上 厳 ガキ (1 人 1 個 ) の 昼食 ]= 山 形 
) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18:3618:48 着 ) 


図 局 周 


お 楽し みく だ さい 。 


岩 ガ キ や 、 米 度 18 度 以上 の VIP サ クラ ン ボ と 栽培 が 難し いた 
市 場 に 出 暫 
ます 。 ま た この 時 期限 定 の ホタル 観賞 や 季節 の 花 めぐ り で 、 初 夏 の 山形 を 
企画 担当 者 : 迫 久美子 


ら な い 黄 色 い 希 少 品種 ・ 月 山 錦 (1 人 10 粒 ) を ご 賞 


め め っ た に 
味 い た だ き 


旅行 開 始 後 の 取消 また は 無 連 絡 不参加 


100% 


※ 参 加 人 員 減 、 旅 行 開始 日 :・ コ ー ス の 変更 は 取 
か か り ま す 


消 と みな され 、 取 消 料 が 


※「 夜 行 日 帰り 旅行 ] は 「 日 帰り 旅行 ] と し て 扱い ます 


※[ バ ス 旅行 ] と は 、 主 要 な 交通 機関 が バス 利 


と な る 旅行 に な り ま す 


※ 航 空 会 社 が ウェ ブサ イト 等 に より 広く 消費 者 向け に 販売 する 航空 券 を 


利用 する 、 ま た は 貸切 船舶 を 利 


昌 す る 国 


内 募集 型 企画 旅行 は 、 取 消 


料 が 異な る 場合 が ご ざい ます 。 詳 しく は お 申し 込み 後に 送付 いた し ます 
パン フレ ッ ト を ご 確認 くだ さい 
〇 旅行 開始 前 の 当社 に よる 旅行 契約 の 解除 及び 払い 戻し 


お 客 様 の 人 数 が 、 最 少 催 行人 員 に 達し な か っ た と き は 、 旅 行 開始 日 の 14 
日 前 (日 帰り は 4 日 前 ) ま で に 旅行 の 実施 を 取り 止め る 旨 を ご 連絡 し 、 す で 
に お 支払 いい た だ いて いる 旅行 代金 全額 を 払い 戻し て 、 旅 行 契 約 を 解除 
し ます 。 

〇 お 客 様 の 責任 

お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て 記 
載 内 容 と 異な る も の と 認識 し た と き は 、 旅 行先 で 速やか に 当社 また は 旅行 
サー ビス 提供 者 に その 旨 を 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 

〇 特別 補償 

当社 の 責任 が 生じ る か 否 か を 問わ ず 、 当 社 旅行 業 約款 の 特別 補償 規程 
で 定め る と ころ に より 、 お 客 様 が 旅行 参加 中 に 偶然 か つ 急 激 な 外来 の 傷 


3 日 目 昼食 岩 ガ キ ( イ メー ジノ 1 人 1 個 ) 


小野 川 温泉 ? 鹿 荘 


| 6 米沢 の 奥 座 敷 に 立つ 25 室 の み の 和 宿 。 
小野 小町 ゆか り の 名 泉 を お 楽し みく だ さい 。 
※ ア ウト バス と な り ま す 。 ご 入浴 は 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 


湯田 川 温泉 sm 湯 ど の 誠 


人 : 
ツ 藤沢 周平 、 斎 藤 茂吉 、 竹 久 夢 二 な どの 文人 墨 客 も 
逗留 し た こと の ある 、 鈴 岡 の 奥 座 敷 に 伯 む 、 
庄内 藩主 の 湯治 場 と し て も 利用 され た 庄内 三 名 湯 の 湯 宿 。 
※ ア ウト バス と な り ます 。 ご 入浴 は 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 


小野 川 温泉 
ホタル 観賞 へ ご 案内 


に 


タ 食 後 は 、 暗 聞 に 光る ほのか な 光 が 幻 
約 な ホタル 観 買 へ ご 寄 内 し ます 。 

※ ホ タル は 天候 ・ 気 象 状況 な 
ど に より ど ご覧 いた だ け な い 場 
合 が あり ます 


害 事故 に より 、 そ の 生命 、 身 体 また は 手荷物 の 上 に 被 ら れ た 一 定 の 損害 
に つい て 、 あ ら か じ め 定 め る 額 の 死亡 補償 金 、 後 遺 障 害 補償 金 入 院 見 
舞 金 、 通 院 見 舞 金 お よび 携行 品 損害 補償 金 を 支払 いま す 。 

〇 旅程 保証 

当社 は 別途 定め る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 、 旅 行 代 金 に 「 規 
定 の 率 」 を 乗じ た 額 の 変更 補償 金 を 旅行 終了 日 か ら 30 日 以内 に 支払 いま す 。 
〇 お 客 様 の 個人 情報 の 取扱 に つい て 

お 客 様 か らい た だ く 個人 情報 の 取扱 に つい て は 、 旅 行 お よび 当社 の 各種 
サー ビス に 利用 させ て いた だ きま す 。 詳細 は クラ ブツ ー リ ズム の ホー ム 
ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
https://Www.club-t.Com/ct/information/function/covenant/privacy/ 


E 器 車内 に 持ち 込む 場合 は 


へ 


2020 年 5 月 20 日 乗車 


分 か ら 、 の 山陽 ・ AO 計 が 


160cm を 超え る 和 荷物 (以下 、「 特 大 荷物 ]) を ツア ー 出 発 日 か ら 起算 し て 


大 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予約 が 必 


Ed (予約 料 は 無料 で す が 、 席 
様 あり ます 。 な お 、3 辺 の 合計 EN ION ま P す : け ま 
ち 込 みさ れ た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 円 ・ 税 込 ) を お 支払 いい た だ く 必 


し て いた だ く よ うお 願い いた し ます 。 ご 不明 な 点 は 、 弊 社 予約 セン ター に お 隊 


こ は 限 り が あり ます ) 。 ま た 、 予 約 で きた 場合 で も 、 他 の お 客 様 と 号車 ・ 座 席 が 離れ る こと が 


く 必 要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に 


要 で す の で 、 旅 行 申込 時 に お 申し 出 く だ さい | 5 営業 日 前 ( 土 ・ 日 * 祝 日 は 
除電 きた お 中 い 込み の 
済 の み 承 り ます 。 あ ら か じ め 
ご 了承 くだ さい 。 


ませ ん 。 事 前 予約 せ ず に 「 特 大 荷物 ] を お 持 


避 い 合わ せく だ さい 。 


事前 確認 の ご 協力 の お 願い 
クラ ブッ ツー 
込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ご 参加 者 全 
番号 ③ 郵 便 番号 ・ ご 住所 (④ 性 別 
で の ご 参加 の 場合 は 、 緊 急 時 の ご 家族 等 の 連絡 先 
電話 くだ さる と 、 ス ムー ズ に ど ご 予約 いた だ け ま す 。 ご 協力 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 


電 


リズ ム で は 、 安 心して ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の お 申し 
員 の ① お 名 前 ② お 電話 
⑤ 生 年 月 日 また は 年 齢 ※ お ひと り 


を 事前 に お 調べ の うえ お 


導 回 琴 S 証 キー へ べろ 豆 漏 画 ※ 


に 


性 ご 候 柚 靖 措 京 細 qm , 立 ③ 誤 引 


HAN ペー へ へ みろ ト 豆 漏 幅 ※ 


新幹線 の 
ワ ァ ー ス トク ラズ 


ンジ クタ タ < 


1 本 の 列車 に 1 車両 18 席 の み 、 高 級 感 あ ふ 


れる 本 革 張 り の シー ト 。 要衝 な 放り 紳 め くく 


ーー ー 万 三 千 尺 物語 
』 剛 車内 で は リフ レッ シュ メン ト を ご 用 意 し ます 。 
ー ※ リ フレ ッシュ メン ト の 内 容 は 変更 と な る 場 


、 
用 
) mm 間 
南大 市 立 福 美術 他 還 きき 


画 め EEiEZEHR 


コー スィ 番号 35702-M42 
上 人 金 oe ゆび パ () ()00。 


出発 日 基 上 24(+) 日 七 唐 8() 日 
※ 当 コー ス は 新幹線 グラ ンク ラス の 予約 の 関係 上 、 当 広告 で は 予約 希望 
の 受付 の み と な り ま す 。 契 約 の 締結 は 予約 確定 後 ( 出 発 日 の 約 2 ヶ月 前 ) と 
な り 、 書 類 の 発送 を も っ て お 知ら せ し ます 。 
東京 (ゆっ くり 13:24 発 ) 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 雇 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 富山 > 
] あい の 風 と や ま 鉄道 [一 万 三 寺 物語 ] (車内 で 富山 の 名 を 識 り 込ん だ 和食 
の 夕食 を 楽し みな が ら 、 雄 大 な 立山 連峰 か ら 美しい 富山 湾 ま で 絶景 を 堪能 ) 
… 富 山 … 富 山 ・ ダ ブル ツリ ー by ヒル トン 富山 ( 泊 ) ※19:00 着 予定 日 日 基 
富山 三井 流 別院 瑞 泉 寺 ( 井 波 の 彫刻 師 た ちの 技 が 見 事 な 木造 建築 ) ニ 
南砺 市 立 福光 美術 館 (学芸 員 の 案内 で “世界 の ム ナ カタ "こと 板 画家 ・ 
2 棟方 志功 の 作品 を 鑑賞 )= 招 龍 亭 (季節 の 加賀 野菜 を 使っ た 和風 中 国 
料理 の 昼食 )= 金 沢 TTHE HOTEL SANRAKU KANAZAWA 
( 泊 ) ※15:00 着 予定 
金沢 (10:00 発 )= 金 澤 神社 (明治 以降 一 般 人 の 参拝 が 可能 に な っ た 文 
化 財 ) = 石浦 神 社 (古墳 時 代 草創 と いわ れる 金沢 最 古 の 宮 )= 玉 泉 院 丸 
う 庭園 ( 池 泉 回 遊 式 の 大 名 庭園 )… 務 多 門 橋 … 尾 山神 社 = ニ ラー プラ ー ジ ュ 
(フラ ンス 料理 の 昼食 )… 金 沢 二 新幹線 納 グ ラン クラ ス (禁煙 ) 大宮 ・ 
上 野 一 東京 (18:28-19:12 着 ) 


本 1 


同 行 国 1 名 圏 10 名 固 不可 國 一 部 
四 席 呈 2・3 日 目 : 中 部 観光 同等 


忙し い 方 参 加 し や すい 週末 出発 の 日 程 で す 。 失 列車 に 生 し 、 北 / 伯 重 \ 
陸 の 美 と 歴史 に 触れ る 旅 へ 。 北 陸 に 新しく オー プン し た スタ イリ ッシュ | 2 
ホテ ル を いち 早く 体験 し て み ま せ ん か 。 企画 担当 者 : 松 崎 水 加 


国内 募集 型 企画 旅行 ご 旅行 条件 (要約 ) 


ダイ ニニ ング) ーー 所 
交 一 万 三 千 選 物語 

富山 平野 を 横断 する 、 0 半 こ 人 道 の 放 

光 列 車 。 車 内 で は 地 

場 の 魚介 や 野菜 、 山 

菜 、 米 を 使っ た 和食 

を ご 賞味 。 豪 華 に 彩 

られ る 富山 の 旬 の 味 

を お 楽し みく だ さい 。 


還 請 較 連 の 人 初 き 史 | 
ダブ ルツ リー by ヒル トン 富山 
北陸 初 の ヒル トン ブラ ンド ホテ ル 。 全 世界 共通 の 
ヒル トン の お も て な し と 、 落 ち 着 き あ る 客室 で お 寛ぎ くだ さい 。 


【 2022 年 12 月 開業 】 


EE 本 THE HOTEL 
SANRAKU KANAZAWAA 


金沢 の 伝統 工芸 を デザ イン の 基調 と し た スタ イリ ッシュ な ホテ ル 。 
燈 び や か さと 優美 さ を 兼 ね 備え た 空間 で お 寛ぎ くだ さい 。 


プ バ アラ ウン ジ KANAZAWA 


| バイ ー ト ルー ムル 
| クラ ブル ー ム 宿泊 者 限定 


ソム リエ 上 厳選 の ワ や 地酒 、 カ ク テ ル 等 を 、 ホテ ル メ イド スイ ー ツ や 、 見 た 目 に 
も 美しい 軽食 と と も に 噛む わ お カク テル タイ ム な ど で 、 優 雅 な ひと と き を 。 時 間 帯 ご と 


(3) 旅行 代金 の ご 入金 は 旅行 開始 日 の 21 日 前 (日 帰り 旅行 は 1 1 日 前 ) 


に 充実 し た サー ビス を お 楽し みく だ さい 。 


の 取消 料 を 申し 受け ます 。 
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可 hm マ ] 革 問 の ct べく 


ーー ニン 
TTF 


お 申し 込み いた だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 まで に 全額 を ご 入 全く だ さい 。 ーー 
記 条 信 に つき まし て は 、 記 末 件 の は か 、 コ ー ス ど と に 記載 きれ て い (4 旅行 契約 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 申込 金 また は 旅行 代金 全 額 を RE 

る 条件 、 ご 旅行 案内 (パン フレ ッ ト )、 確 定 書面 ( 旅 の し お り ) お よび 当社 旅 受理 し た と き に 成立 する も の と し ます 。「 ク レジ ッ ト カー ド | の 場合 は 、 当 社 が 国内 旅行 取消 日 区 分 語 | 日 帰り 
行 業 約款 (募集 型 企画 旅行 契約 の 部 ) に より ます 。 契約 の 締結 を 承諾 する 旨 の 通知 が 到達 し た 時 点 で 成立 し ます 。 の 放 行 | バス 旅行 | 旅行 


〇 旅行 の お 申し 込み お よび 契約 の 成立 時 其 


〇 旅行 代金 に 含ま れる も の 


20 日 目 一 15 日 目 20% 


(1) 当社 は 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 に よる 旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 ・ 料 金 、 宿 泊 料 金 、 食 事 代 、 観 光 入 罰 日 か ら | 14 日 目 一 11 日 目 20% 20% ーー 
旅行 契約 の 予約 の 申し 込み を 承り ます 。 場 料 金 、 添 乗員 同行 コー ス の 必要 経費 等 。 上 記 諸 費用 は お 客 様 の ご 都 起算 し て さ | 10 日 目 一 8 日 目 20% 20% | 20% 
(2) 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し は いた し ませ ん 。 か の ぼっ て | 7 日 目 一 2 日 目 30% 
障害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 〇 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 払い 戻し 旅行 開始 前 日 40% 
お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の ご 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 日 の 当日 の 集合 時 間 ま で 50% 


歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 障 害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 


お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 
5 た sssozasasss 京 り 3(4335)6240 233569zar EEH 王 FE 王 6 


03(3566)2811 


8 
S| 
の 
1 
』 


ツア ー お 申し 込み 時 の お 願い 


ーネット で も 


24 時 間 ご 予約 受付 中 隊 


ho。 = 


to 
奥志賀 の 自然 で に 抱か れ た 高原 リ ゾー ト 


ホテ ル グ : フン フェ ニッ クス < 


d 
ん 
る 
同 
Y@ 
財 
和 
9 


[リュ メル ム 3 


人 
咽 景観 の 中 た た 
ず む 古 民家 と 
料理 を 彩る 古 
器 で 味わう 滋 
| 味 あ ふれ る 和 
食 の 昼食 を ご 
者 能 く だ さい 。 


マデ 
ン 


ご 
へ 
ウ 
Z 


3 日 目 昼食 | メゾ ン ・ ド ・ ナ チュ ー ル 
北信 五岳 を 一 望 す 
る 絶景 の レス トラ ン 
[メゾンド ・ ナ チュ ー 
ル 」 に て 、 小 布施 の 


素材 を 生 


か し た 滋 
和 晶 田 一 馬 シ ェ フ 


味 あ ふれ , 
る 料理 を | 
ご 賞味 く 
だ さい 。 


企画 担当 者 
小野 寺 紫 刀 


ささ ぐる 。 皆 通 ry 大紀 せ Sr 迄 叶 記 送 せ で rr る 玉 。 
評 酷 「% 放 昌 遂 は くす 計 m 布 芝 奥 fy 玉 滞 是 藻 填 滋 苦 症 の 芋 
代 芋 決 ③ 避 S 径 馬 ・ 避 謀 色 消 鶏 革 陰 マ 蒲 謎 党 虹 瀬 は 由記 
屋 己 。 ミ コキ オデ アー ンー 源 弄 は きき 誌 万 半 王 オオ S 國 光 男 了 束 
ぶ ざ の 紀 全 デー ンー 洒 弄 いざ 常 紋 現 還 選 


標高 約 1,.500m 深呼吸 し た く な る 奥志賀 高原 リゾ ー ト | | 


大 自然 を 感じ る 信州 の 美食 と アー ト め ぐり 
MA 2 Goscs | 3 日 間 


] 名 ] 埋 


コー スズ 番号 


旅行 代金 (お ひとり) 


35605-M42 


の 5 ツイ ン 
( 約 42m) 


160.000』-180.000a 


(無印 160,000 円 、 
〇 印 180,000 円 ) 


35606-M42 


デラ ックス ツイ ン 
( 約 53m) 


170.000』-190.000』 


(無印 170.000 円 、 
〇 印 190.000 円 ) 


35607-M42 


最上 階 ツイ ン 
( 約 42m) 


180.000』-200.000』 


(無印 180,000 円 、 
〇 印 200,000 円 ) 


信州 で 出会う 
ノスタルジック な 


画 同 行 還 1 名 圏 8 名 較 不 可 茹 な し 職 吾 アリ ー ナ 同等 


出発 日 馬 丘 邊 26( 朋 日 監 9 唐 (9⑨)( 日 馬 ) 証 ⑬⑭( 日 


※ 夕 食 は イタ リア 料理 を ご 用 意 


東京 (10:00~-11:40 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 殆 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 長野 = 長野 県 信 渡 
] 美術 館 東山 般 夷 館 ( 信 州 の 美しい 風景 を 好 ん だ 日 本 画家 ・ 東 山 租 夷 の 作品 )= ニ 
高原 ・ ホ テル グラ ン フ ェ ニ ックス 奥志賀 ( 泊 ) 


呈 信 州 小 布施 北斎 館 
自然 あふ れる 地 に 溶け 込ん だ 美術 


奥志賀 高原 高橋 まゆ み 人 形 館 ( ど こ か 懐か し く 卿 敬 を 誘う 日 
2 れる 人 形 館 ) ニ 旬 菜 料理 は た の (和食 の 昼食 )= 奥 志 人 賀 高原 ( 泊 ) 
温泉 大 浴場 で 思い 思い に お 過ごし くだ さい 。 夕 食 は 和食 を ご 用 意 


日 舎 の 風景 と 人 形 た ち に 癒 
※ ホ テル 周辺 の 散 


四 館 が 点 在 する 信州 。 こ の 地 を 愛し た 
芸術 家 の 作品 に 出会え る 3 つの 
ミュ ー ジ アム へ ご 案内 し ます 。 


奥志賀 高原 信州 小布施 北斎 館 ( 画 狂人 葛飾 北斎 の 肉筆 画 を 展示 し た 美術 館 ) 
う メゾ ンド ・ ナ チュ ー ル (フラ ンス 料理 の 昼食 )= 長 野 一 新幹線 共 グ リー ン 車 (禁煙) 一 
上 野 一 東京 (17:00~-18:00 着 ) 


洪 
喜 | ず | 全 


半 間 


= 


WS 
本 


園 
6 


アレ ルギー を お 持ち の 方 へ 


4 を お 持ち の お 客 様 に も お 楽し みい た だ ける よう で きる 限り の 対応 を いた し ます 。 事 前 に お 申し 付け くだ さ 
ニュ ー す べ て の 変更 に は 、 別 途 費 用 が 発生 する こと も ご ざい ます 


い 。 


et ペー のみ 志 澤 幅 ※ 


〇 ゝ 


ウー 『 応 な 上 山地 で 過 こ 


邊 三山 を 思 む 大 絶景 スポ ッ ト 。 中 央 の デ ッ キ に 立て ガイ ド 同 行 で マイ ナス イオ ン の 森 を 散策 。 


ミ 記 日 目 は 河 重 橋 ら 明神 池 ま で 、 通 常人 條 約 2 時 間 の コ ニ ス と 
公認 ガイ ド の 解説 を 聞き な が ら ゆ っ くり 3 時 間 か け て ハイ キン グ 講 罰 
語 見 どこ ろ を 押さ えた 、 高 原 の 旅 を ご 満喫 くだ さい 。 


ば 、 ま る で 空中 に 浮遊 し て いる 気分 に 浸れ ます 。 (往復 歩行 時 間 約 20 分 、 歩 行 距離 約 500m) 


| 1 泊 目 は 温泉 風呂 付 客室 で 寛ぐ 


大 自然 で リフ レッ シュ 自 馬 ・ 上 高地 


AA 


了 e 作 介 1 人 ] 狂 


コー ス 番号 35620- 靖 


2 3 日 間 


出発 昌和 17 は ) 日 及 証 13( 相 日 巴 (日 ( 無 凶 230.000 円 、O 印 240.000 貴 ) 


新宿 (9:00~-10:00 発 ) 一 立川 ・ 2 に ピー 
岩 量 ・ 白 馬 マ ウン テン ハー バー( や 北ア ルプ ス の 絶景 が 一 望 で きる 標高 1.289m 
1 の 山頂 テラ スプ ね ず こ の 森 を ガイ ド 同 行 で 散策 )= ニ 白馬 プ コー ト ヤ ー ド : バ イ ・ マ リ 


オッ ト 白 馬 ( 泊 ) 


だ さい 


※ 温 泉 風呂 付 客室 を ご 用 意 い た し ます 。 夕食 は 、 洋 食 の グリ ル 料 理 を お 楽し みく 


日 日 包 


白馬 (9:30 発 ) ニ 大 王 わ さび 農場 (日 本 有数 の わさび の 産地 。 湧 水 の 郷 の 風景 
2 の 中 を 自由 散策 )= 安 曇 野 (お 蕎麦 の 昼食 ) ニ 上 高地 (大 正 池 に て 途中 下車 可 
能 )= 上 高地 / 上 高地 ルミ 


エス タホ テル ( 泊 ) 上 属 多 


weHANー※ へ べろ 所 欄 幅 ※ 


上 高地 … 河 童 橋 ( 思 い 思 い に 上 高地 で お 過ごし くだ さい ご 希望 の お 客 様 を 神 


秘 の [明神 池 ] へ ご 案内 往復 : 歩 生 距 離 約 7km、 歩 行 時 間 約 3 時 間 ノ 公認 ガイ 
2 人 )… ホ テル (洋食 の 屋 食 )… 上 間 地 ご 松本 一 特急 散 グリ ー ン 車 ( 茜 すべ て の 客室 か ら 目 の 前 の 梓川 * な ど 上 地 の 大 自然 を 記 む 高原 り ゾ ー ト ホテ ル 。 


煙 ) 一 八王子 ・ 立 川 王 新 宿 (18:00~-19:10 着 ) 剛 屋 中 


お 申し 込み ・ お 問い 合せ は 東 
7 月 一 土 9:15~17:30( 日 * 祝 は 休業 ) 


*03(4335)6240 33569)an 


ハイ キン グレ ベル の 目安 : 励 了 
標高 差 100m 以 上 の や や 登り 下り が ある 道 。 歩 行 時 間 2-5 時 間 。 


装備 ・ 服 装 に つい て : 滑 り に くい 運動 靴 な ど ハ イキ ング に 適し た 服装 で ご 参加 くだ さい 。 


登山 に 比べ 平坦 な コー ス 。 革 


TFT で 


。 叶 人 届 笠 きど 旭 品 鞭 上 尽 デ ー ニ テー 亜 
午 刀 芝 選 の 中 き 本 ご (て で 忌 用 壁 半 屯 
壮 (Y 虹 交 は CrY る 興 き 震 思 融 属 S 履 器 


ご 希望 の お 客 億 を 公 説 ガイ ド 同行 で ご 案内 いた し ます 。 
(往復 : 歩 行 時 間 約 3 時 間 、 歩 行 距離 約 7km) 


客室 (一 例 ) 


還 生 国 1 名 圏 8 名 賠 不可 國 一 部 ce ヾ N 
四 謀 調 アル ピコ 交通 同等 コー ト ヤ ー ド ・ バ イ ・ マ リオ ッ ト 自 馬 
旅行 代金 (お ひと り ) 230), 000。-240, に 血税 作 較 


北ア ルプ ス の 薦 に 佐 む 、 絶 景 と 温泉 に 癒さ れる 山 是 リ ゾー ト ホ テ ル 。 


晴天 時 は 星 を 望む 武 天 風呂 や 洋食 の グリ ル 料 理 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 。 


2 


上 高地 ルミ ミエ スタ ホテ ル 


夕食 は 伝統 の フラ ンス 料理 を ご 賞味 くだ さい 。 
※ 梓 川 を 望む 客室 : お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 梓川 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


24 時 間 と 予約 受 人 上 呈 理 


世 芝 S 細 ・ 温 堂 


TTP 


ブラ ン シ ェ ッ ト 南 紀 白 浜 


南紀 白浜 の 海 沿い に 伴 む ホテ ル 。 


まる で 海外 リゾ ー ト の よう な 空間 で す 。 


隊 。 MC EL 
EPC PR 


淡路 島 


ーー や 
ホテ ルアナ ガ 
瀬戸 の 海 を 見 渡す 
南欧 風 オ ー ベ ル ジ ュ 。 
全 室 が 海 に 面 し た “バル コニー 付 で す 。 
※ 海 側 客室 : お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 
が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


外 加 | 


間 


rag 
1 人 店 人生 皮 


コー スィ 番号 の 9494-M42 
旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 200.000』 


出発 日 目 13(W 日 
※ 当 コー ス は 南海 フェ リー の 予約 の 関係 上 、 当 広告 で は 予約 希望 の 受 
付 の み と な り ま す 。 契 約 の 締結 は 予約 確定 後 ( 出 発 日 の 約 2 ヶ月 前 ) と な 
り 、 書 類 の 発送 を も っ て お 知ら せ し ま す 。 
羽田 (11:40 発 ) か 南紀 白浜 =INFINITO HOTEL&SPA 南 紀和 白浜 ( イ タ 
リア 料理 の 昼食 ) ニ 三段壁 ( 千 財 敷 の 南海 岩 に そそ り 立つ 高 さ 約 60m の 断 
] 崖 )= と れ と れ 市 場 ( 海 の 幸 な ど 買 い 物 )= 南 紀 白 浜 温泉 ・ ブ ラン シェ ッ ト 南 
紀 白 浜 ( 泊 ) ※16:30 着 予定 。 客 室 は 全 室 半 露 天風 呂 付 。 名 湯 ・ 南 紀 白 
浜 温泉 を お 楽し みく だ さい 。 夕 食 は 近 大 マグ ロ @ を 含む バイ キン グ 合同 釣 


南紀 白浜 温泉 = 和 到 山 港 …( 南 海 フェ リー に 乗船 ノ 舶 内 に て お 弁当 を ご 
ノ 意 し ます ) ~ 徳 島 港 = 阿波 十郎 兵衛 屋敷 (人 形 浄瑠璃 の 見 学 )= 淡 路 
ホテ ルアナ ガ ( 泊 ) ※ 夕 食 は 夏 の 美食 [ 負 | 会 席料 理 を ご 用 意 
淡路 島 = 大 術 館 (陶板 名 画 美術 館 ) ニカ リフ ォ ル ニア テー 
う ル ( フ ラン ス 料 理 の 昼食 )= 療 通 寺 ( 秘 仏 「 瞬 目 大 師 像 」 御 開帳 )= 
松 上 羽田 (18:30-19:00 着 図 還 
※「 近 大 マグ ロ 」 は 近畿 大 学 の 登録 商標 で す 
関西 を 代表 する リゾ ー ト 地 南紀 自 温泉 ] と 「 淡 路 島 ] に 2 半 す る ん 
コー ス を ご 用 意 し まし た 。 中 日 は 船 も 利用 し て 広域 に 移動 し 善通寺 | ! 表 | 
の 御 開帳 最終 日 に ご 案内 し ます 。 企画 担当 者 : 柱 井 義 統 \ る / 


回 同行 国 1 名 圏 10 名 固 不可 藻 同乗 
因 詳 還 明光 バス 同等 


当 和 5 


田 各 | 較 軒 


の ーmm ょ ト : 吾 甘 ] 


大 塚 国際 美術 館 


s 叶 具 ど くき Ok(r 璧 で 山 旗 諸 幅 札 訓 
族 訓 きせ S 軸 等 て で 話 / 肢 の 藻 豆 愛 呈 嘱 史 。 キ 


帰 き W 呈 避 憶 古 廿 速 藩 ③ 政 産 芝 「 誤 到 泡 庄 」 均 
中 0W 記 悪 芝 とき ざ ぶ 弄 五 涯 海陸 悪 位 史 司 
。 革 の らら いらい の 計 党 吾 革 つ の い ー 諾 潜 憶 紀 党 間 喝 


drWk を 天 S ほ 就 登 新 時 到 


[m ぶ 
民 


か 


< ン ン 


シス ティ ー ナ ・ ホ ー ル 


国際 術 館 の 展示 作品 を 撮 影 し た 阿波 十郎 兵衛 屋敷 


空港 を 利用 する ツア ー に つい て 羽田 


空港 利用 時 に 必要 と な る 国 


内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


stANー へ べろ み 記 澤 幅 ※ 


放 ご 臣 掴 革 昌吉 細 四 , 赤 汐 遍 半 束 ES 計 。o ト 人 AN ツー みろ 吉 漏 由 ※ 


奥 高 ら テ プ 祐 族 平 
田 い ず イ さ 斉 が 安 
祐 評 ヨ ろ れ 音別 時 
の を ロス 牛窓 を 
作 得 パ ク 観 か 構 り 
品 て いで は ら ぇ 時 
も いす 選 財 た 隊 
見 る ジ s 嫌 む に 

ら 染 万 国 想 ラ 風 地 
れ 色 諸 内 的 イ 山 と 
ま 作 生み テル 体 て 
すす 家 も な 1] お 中 


* 
と レ 旧い 


誠 玉 部 と 花 邊 清 人 生 の 花 の 見 頃 は 6 月 上 名 中 名) 


ご 利益 が ある 数 々 の パワ ー ス ポッ ト を 、 


Ed ※ 講 師 は 変更 と な る 場合 が あり ます 


バス 席 復路 
人 生 


京都 を も っ と 知っ て 楽し む 文化 サロ ン 講 座 ーー 


不思議 な 力 を 秘め た パワ ー ス ポッ ト が 数 多く 存在 
する 京都 。 縁 結び ・ 縁 切り ・ 金 運 ・ 出 世 ・ 開 運 な どの 


京都 旅 の 


エキ スパ ー ト : 若 村 亮 氏 に ご 紹介 いた だ きま す 。 


名 ]1 印 


同行 還 1 名 圏 10 名 較 不 可 國 同 乗 
コー ス 番号 29366-M42 2 8 


旅行 人 金 (so の ワ グ () (000。 


出発 日 世 放 10 は) 日 


東京 (11:00-12:00 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 喉 グ 


リー ン 車 (禁煙 ) 一 京都 = 大 覚寺 ( 農 峨 御所 と 呼ば れ た 寺 に て 通 


ェ ーー 


常 非 公開 の 庭 湖 館 特別 拝観 ノ お 抹茶 拝 服 案 内 付 で 通常 非 公 
開 の 「 正 寝 殿 ] 拝観 ) ニ 熊 彦 (会 席料 理 の 夕食 ) = 祐 斎 亭 ( 当 コー 


ス で 閉館 後に 貸切 見 学 。 お 抹茶 拝 服 ) ニ 京都 京都 プ ブライ トン ホテ 


ル ( 泊 ) 


回 四 


京都 = 大 徳 寺 興 胞 院 ( 通 常 非 公 開 の 寺院 の 特別 公開 ) ニ = しょ う 
ざん リゾ ー ト 京都 (早め の 11:15 頃 か ら 会 席料 理 の 昼食 初夏 を 
彩る 閣 蒲 の 観賞 と 通常 非 公開 の 「 峰 玉 亭 ] に て 時 茶 ノ 若 村 亮 氏 
2 に よる 文化 サロ ン 講 座 )= 平 安 神宮 ( 花 曹 蒲 咲く 神苑 を 自由 散策 


グ 例 


か 4 


年 の 見 頃 は 6 月 上 旬 - 中 旬 )= 京 都 ( 泊 ) 


※ 夕 食 は 会 席料 理 ・ フ ラン ス 料 理 ・ 中 国 料理 ・ 鉄 板 焼 より お 選び く 


だ さい 


京都 三石 山寺 (アジ サイ 彩る 古寺 例年 の 見 頃 は 6 月 


中 旬 -7 月 


う 上旬 ) = 納屋 孫 ( 湖 国会 席料 理 の 昼食 ) = 米原 一 新幹線 表 グ 


リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (17:12 着 ) 
※「 京 都 ブ ライ トン ホテ ル ( 施 設 総合 評価 90.3%)」 は 「 極 み の 宿 『] で す 


嵐山 の 隠れ た 名 所 「 祐 斎 亭 」 を 閉館 後に 当 コ ー zo2cr 


学 。 初 夏 を 彩る 花 萬 蒲 や アジ サイ も お 楽し みく だ さい 。 


企画 担当 者 : 柱 井 義 私 0 


開 層 


を 』 / 


or て EE は と 語 


豆 茸 守 芋 涯 満 還 


簿 詳 吉 ③ 避 蘭 


京都 プ ブライトン 


ホテ ル 隊 


京都 御所 の 西 に 位置 する 、 


要 

に 

リ < 

SA 4 
『 ノ 時 京 

ンク ミ 

の ン の a と 者 
TH 
ン 味 の ご 間 扶 で めし 貨 ら 信長 
講 送 誤 し で は の ま ょ 時 さ 難 
雇 深 上 と で 茶 や 通う 味 き む 足 厳 
ご く 都 く 寛 を 京 呑 さく 会 彩 早 選 
も な の だ ぎ 拝 菓 滞 ん だ 席 ゎ い の 
お る 旅 さ の 販 子 館 り ェ 叫 り 鮎 旬 
楽 ご が いい 時 ゃ と コー ゾ い の 豊 の の 
し 文 さ こ 間 贅 と 峰 ] 。 昼 か 塩 食 
み 化 られ を な も 玉 ト ま 食 な 焼 材 


| 玉出 貞 画 画 画 副 | 


市 内 の 喧騒 か ら 離 れ た 名 門 ホテ ル 。 悦 


客室 は モダ ン デ ザイ ン と 
伝統 が 共存 し て いま す 。 


飲 
和 夏 
を 
用 
る 
化 
々 
と 
SR 
ひび 
を 
3 
め 
る 
又 
化 
サ 
ロリ 
ツメ 
講 
中 
う 
日 
間 


風 
山 
の 
れ 
だ 
名 
所 
伯 
訪 
を 
仙 
切 
見 
学 


京 
部 
る 
フ 
イ 
上 
ン 
ホ 
の 
し 
泊 


お 申し 込み ・ お 問い 合せ は 東 ( ) FAX24 時 間 受 付 イン ター ネッ ト で も ーー 
た ェ +Srs-izsomweg) 京 (0 うし 介さ づら 6240 o3(G5ee)2811 2 放 和 語 の 還る 1 ま ai 


」 ※※ 


we] 


: 汰 


二 


SR 


相 UW 、 


2 


2 こ 


ーー “ な - ぢ ー ーー 
、。 


っ cl 放 ご 党 滑 宗 r 和 且 選 尺 油 山 ※ 団 肝 農 時 汗 泥 画 、 


ア 
が / 


に 
at 栄 完 
| 


/ 
ー ブ 
ア 


米 
7 


S づ る S 工 


2 
Li 
米 


雪 組 公演 主演 : 彩 風 咲 奈 、 夢 白 あ や 

| < ゃ る 

ミュ ー ジ カル 浪 温 

| 『 ラ イラ ッ ク の 夢路 ] ドロ イ ゼ ン 家 の 誇り ー 
作 ・ 演 出 ・ 振 付 謝 珠 栄 


臣 S 素 敵 S ぺ し 


放 st 放 で 本 二 すご し ば 中 


ファ ッ シ ネ イト ・ レ ビュ ー 

| 「 ジ ュ エル ・ ド ・ パ リ !!』 一 パリ の 室 石 た な ち ー 
ト 作 ・ 演 出 ノ 藤井 大 介 本 
ト 』 


し Ex 


Or 計 へ 役 へ CYS 9 きき Ok 


光 肉 すぐ ご 沿 


ア 


る 
N、 


山 ロ ーー 半 の OOON 豆 潤 尺 ※ 


語 租 の 党 て 洒 汗 注 き 足 溜 圧 
rmy 器 9 帯 記 H 。t 同 届 本 


ジ 
玩 


臣 【 の 


ジタル ツタ の 


。 


ご 
の ンク 2 2 メメ の 


ト 


WW ! 
エロ 下士 


T エ | 


# 財 
痢 | 


ーー ドー 
宝塚 文化 創造 館 ( 宝 塚 音 楽 学校 旧 校 舎 誠 


トペ ツ ーh/③ さ きき 回 束 枢 簿 思 っ と 系 
デー で S 薄 財 吾 束 尿 。 詳 財 ・ 癌 S 苔 暴 


り 
手 俗物 宅配 


弄 同 行 国 1 名 固 10 名 回 不可 
9445-M42 大 阪 バ ス 神戸 同等 


中 午 題 1925 相 日 {0 神戸 大 温 泉 
東京 (10:30~11:00 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 肉 グ バイ ゞ ト い 
リー ン 車 (禁煙 ) 一 新神戸 = 六甲 高山 植物 園 ( 初 夏 を 和 彩 る [ヒマ ラ 神 戸 ベ イ シェ ラ ト ン 
] ヤ の 育 い ケシ 」 観賞) ニ 神 戸 六甲 温 泉 ・ 神 戸 ペイ シェ ラ ト ン ホテ ル ホテ ル & タ ワー スズ 
& タ ワー ズ ( 泊 ) 敷地 内 か ら 清く 効能 豊か な 
※ 夕 食 は フラ ンス 料理 ・ 中 国 料理 か ら 事前 選択 制 と な り ます 温泉 を 心ゆく まで お 楽し みく だ さい 。 


六甲 高山 植物 園 
【 例 年 の 花 の 見 頃 は 5 月 中 旬 一 6 月 下旬 】 
: MT le 還 二 記 “し い 高 山 な ど で し か 見 られ な い 
2 ノ 公演 時 間 約 3 時 間 (休憩 含む ) ノ 幕間 に レス トラ ン に て 昼食 を | RON AA 
ご 用 意 ) ニ 新神戸 一 新幹線 の ぞ み 号 内 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 新 横 邸 放 RG いみ Mu NG95 に 6 の 6 
浜 ・ 品 川 二 東京 (18:30~-19:00 着 ) M 0N 2 『 人 と も いえ な い 美 し 。 希少 な 青い 
供 * ロ h 2 ド に 人 し ミ ケシ や 高山 植物 を 、 
し と 罰 初夏 の 爽やか な 
約 3 年 ぶり に 本 場 の 宝塚 大 劇場 の S 席 に て 鑑賞 する コー ス を ご ) 
案内 し ます 。 初 夏 を 彩る 高山 植物 「 ヒ マラ ヤ の 青い ケシ 」 も お 楽 
し みく だ さい 。 企画 担当 者 : 柱 井 義統 \、 


放 ご 時 柚 装 描 喜 細 男 ,③ 交 遍 半 理 WS 計 。e ト AN ツー へ み 吉 漏 幅 ※ 


青い ケシ (イメ ー ジ ) 


空港 を 利用 する ツア ー に つい て 羽田 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


(>) 


ーー 
三 


放 ご 掴 壮 措 喜 細 四 , 赤 9 汐 遍 半 理 王 計 et 人 ペー みろ 吉 漏 幅 ※ 


緒 つ 型 ③ 灘 可愛 措 い らい の い 1 


M 


のり 


ひ の み きき 
ON 出雲 神話 が 根付 く 、 日 本 の 夜 を 護る 聖地 ・ 日 御 俗 に 佑 み 、 

レア 灯台 と 水平 線 を 望む 、 出 雲 大 社 へ の 「 お 語り 支度 の 宿 ] 。 
ーー 
※ 客 室 に 内 風呂 は あり ませ ん (シャ ワー ブー ス の み )。 大 浴場 を ご 利 


※ 海 側 客室 : お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か 2 の 人 てい 4 人 


上 


島根 の 人 芸能 「 上 神楽 海 が 六 の 台 で 、 
出雲 神話 を 題材 に し た 「 国 譲り ] が 披露 され ます 。 


出 
ひ 
の 
み 
さ 
さき 
温 
泉 
界 
出 


較 客 宮 ( 一 人 ) 


由 
大 
福 
と 
中 
TA 
半 
箱 
人 
四 
李 
を 
彩 
る 
上 


針 園 海 状 
ITH ビ 


Ok 計 へ まで て 涯 び み 難 ③ 結 電 


。cHW ご 吐き 混 SS 出 本 時 持 し で 陸 
憶 Q い 革 Rt 漠 寿 ら ら 間 古里 嘩 園 中 
中 


em 
o ン 


皆生 温泉 am 湯 責 碧 扇 3 
館内 は ロビ ー を は じ め 大 浴場 も 暑 敷 き の 純 和風 旅館 。 6 
夕食 は 海 と 山 を 望む 地 な ら で は の 山海 の 詳 を 用 いた 料理 を 堪能 。 許 坪 近 足 
目 日 立 日 
。 構 本 本 美 間 
3 成 庭 画 
』 四国 を 休 
1 泊 目 客室 旅行 代金 G ぉ 0 とり) て は 央 
いい we P PR と 
29648-M42| メッ ンーwe き | 220.000。 ま ポ ト 
選 美 
29649-M42| 忠 呈 m 鶴 室 | 230.000。 と 作 
la 責 5m l あ ぇ 


1 人 生 肖 中 泉 ・ 湯 章 自選 ( 治 ) 
※16:00 着 予定 日 星 
皆生 温泉 (10:00 発 )= 足 立 美 術 館 (日 本 を 代表 する 庭園 と 横山 
2 大 観 の 名 画 ) ニ 松江城 ( 国 室 の 天守 間 )= 出 雲 ひ の みさ き 温 泉 ・ 
界 出雲 ( 泊 ) 
※15:30 着 予定 。 海 を 背景 に 石見 神楽 を お 楽し みく だ さい 靖 賠 多 
3 出雲 ひ の みさ き 温 泉 (10:00 発 ) 一 出雲 大 社 (山陰 を 代表 する 古 
社 へ 参拝 ) ニ 出雲 また は 米子 羽田 (17:30~-19:00 着 ) 剛 悦 貴 


2022 年 秋 に オー プン し た 星野 リゾ ー ト の 「 界 出雲 ] と 、 日 本 で 
も 珍し い 海 か ら 温泉 が 湧き 出す 皆生 温泉 に 宿泊 。 神 々 が 集い 、 
古代 より 人 々 か ら 仰 ぎ 尊 ば れ て きた 出雲 大 社 に も 足 を 運び 、 歴 
史 に 触れ る 旅 を ご 堪能 いた だ きま す 。 企画 担当 者 : 飯 島 晃 史 


et 放 ご 前 学 2 本 と 型 rW ペ Cy 難 


SG 簿 半 。 許 革 ぶ とき Ox 器 愛 大 各 S や 避 
呈 「 杏 机 財 」 か きす と ( 只 洛 賠 き 世 梁 半 由 


sssssopmsssp り 3(4335)6240 cc 委 計 です m 


且 = 。 。 自分 の ペー ス で 芸術 に 浸る 旅 上 
大 塚 国際 美術 館 と 淡路 島 | ホテ ルアナ ガ 」 
大 原 美術 館 を 閉館 後 貸切 で 鑑賞 3H 間 


考 0w て 潜 
5 砂 民 水 四 基 よ 


ん バス 席 復路 
! 1 名] 二 
ュー ィ 引 29575-M42 本 時 
上 入金 の の の ()() 000。 


東京 (10:10-11:30 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 新幹線 の ぞ み 号 礁 グリ ー ン 車 ( 禁 
煙 ) 一 岡山 三倉 敷 ・ 美 観 地 区 (白壁 の 蔵屋 敷 や デニ ム ス ト リー ト な ど を 散策 )… 

| 大 原 美術 館 ・ 本 館 (閉館 後に 貸切 で 学芸 員 の 説明 を 聞き な が ら ゆ っ くり と 鑑賞 ) 
… 大 橋 家 住宅 (重要 文化 財 の 米蔵 を 改装 し た レス トラ ン に て フラ ンス 料理 の 
食 )… 倉 敷 ・ 倉 敷 ロイ ヤル アー ト ホ テ ル ( 泊 ) 


ざき 先 記 民 油 妖 宮 
(y 


※ 写 真 は 大 塚 国際 美術 館 の 展示 作品 を 撮影 し た も の で す 
ンー PP 


E 

※19:00 着 予定 固 還 欠 
入 表 (瀬戸 大 橋 ノ 車窓) 東山 艦 融 せとうち 美術 館 ( 海 辺 の 美術 館 )= 同 波 
了 十 朗 兵 衛 屋敷 (人 形 浄 玉 玉 鑑賞) 淡路島 ・ ホ テル アナ ガ ( 泊 ) 所 同 因 
了 淡 四 島 = 大 塚 国際 美術 館 ( 陶 板 名 画 美術 館 に 約 3 時 間 滞在 )= 新 神戸 一 新 幹 

大 ーー う 線 の ぞ み 号 紛 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 品川 東京 (18:15-19:15 着 ) 
の 半 ss 抽 属 
大 原 美術 館 争 東山 租 夷 せとうち 美術 館 企画 担当 者 : 上 島 見 史 


倉敷 ロイ ヤル 


アー ト ホ テ ル 還 較 ホテ ルアナ ガ 


所 の 次 を 見 流す 
美観 地区 まで 徒歩 圏内 、 欧風 オー ベル ジュ 。 
ギャ ラリ ー を 備え た ホテ ル 。 全 室 が 海面 し た \ 
ーー に ' し た 人 財 」 に て 計 000.0 
阿波 十郎 兵衛 屋敷 ラン ス 料理 を ご 用 意 し ます 。 k 


* 黒 川 ・ 雲 仙 の 名 湯 に 泊まり 生 宙 
枢 舞 う 九 州 5 っ 0 県 めぐ る 4 昌 馬 員 
1glm 凡 員 


コー スズ 番号 1 泊 目 客室 旅行 代金 (お ひと り ) jm 
29710-M42 和 320.000』 1 
29711-M42 和洋 室 330.000。 ニョ 
回 mf 回! 回 9 る 還 明太 95 侍 。 肢 価 温 泉 ML.ReSOTt 雲仙 九州 ホテ 
出発 日 芽 4 日 8602 半 西洋 文化 と 和 の 寛ぎ が 融合 し た リゾ ー ト ホテ ル 。 地 獄 谷 を 眺め る テラ ス と 


羽田 (10:15-11:10 発 ) み 福岡 = 大 (学問 ・ 至 誠 ・ 販 除 け の 神様 と 半 釧 天 風呂 を 備え た 「 テ ラス プレ ミア ムツ イン 」 の お 部 屋 を ご 用 意 し ます 。 
1 し て 有名 な 菅原 道真 が 祀 られ た 神社 ) 三 別府 温泉 ・ 竹 と 椿 の お 宿 花 べ っ ぷ ( 泊 ) 陣 議 SS 半 串 天風 呂 付 
※17:00 着 予定 。、 産 地 に こだわ っ た 大 分 県 産 の 旬 の 食材 を 使っ た 創作 会 席料 ーー 


理 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 時 釣 

別府 温泉 (9:30 発 )= ( 海 地獄 な ど 別府 を 代表 する 地獄 めぐ り 

ノン 3 ヶ所 を 各自 散策 )= ( 湯 の 坪 街道 を 散策 / 山 家 料理 「 湯 の 岳 庵 ] に て 
ノ 昼食 ) = 黒川 温 泉 ・ 夢 龍 腸 ( 泊 ) 

※15:00 着 予定 。 到 着 後 は 温泉 街 散 策 や 外 湯 めぐ りな ど 各 自 お 楽し みく だ さい 

黒川 温泉 (8:15 発 )= (神話 と 伝説 に め ゆかり の ある スポ ッ ト が 数 多く 存 


在 す る パワ ー ス ポッ ト の 峡谷 昼食 ) ニ 熊本 港 へ (フェ リー30 分 ) へ 島原 港 = 

雲仙 温泉 ・Mt.Resort 雲仙 九州 ホテ ル ( 泊 ) 
※16:00 着 予定 。 到 着 後 は 雲仙 地獄 めぐ り を 各自 お 楽し みく だ さい 。 夕 食 は メ 
イン ダイ ニン グ で 欧風 料理 
雲仙 温泉 (9:00 発 )= (長崎 港 を 一 望 で きる ロケ ーション と 伝統 的 建 
4 造物 )= 料 亭 一 力 (長崎 の 郷土 料理 ・ 卓 鶴 料 理 の 昼食 ) ニ (日 本 さく ら 
名 所 100 選 *。 里 桜の 中 の 逸品 と いわ れる 国 指定 天然 記念 物 「 オ オム ラ ザ クラ 」 『 二 才 0 
が 見 事 ) 三 長崎 か 羽田 (16:40~17:40 着 ) 回 屋 還 に 上 大 村 公 園 【 例 年 の 桜の 見 頃 は 3 下旬 一 4 月 中 名 】 
企画 担当 者 : 藤 木 志穂 と 本 写真 提供 :( 一 社 ) 長 崎 県 観光 連盟 


空港 を 利用 する ツア ー に つい て 羽田 福岡 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


(つっ 


, , 省 上 
M 


評 ③ 壮 紀 敬 功 均 評 昭 蘭 ot 人 AN ツー へ へ み 慎 吉 漏 由 ※ 


詐 ご 柚 装 措 喜 細 画 


ーー 
IN】 


往時 の 軍港 の 歴史 を 今 に 伝え る 町 ・ 佐 世 保 へ | 工 GW 出 発 〕 


| ヒル トン 長崎 四 泊 で 浴 町 長崎 を じっくり めく る 
ん 日 本 遺産 と 世界 遺産 探訪 3 日 間 
の の バス 席 復路 民 還 > 。 1 5 記 
I 門 四 
人 29733-M42 


出発 日 草 双 目 29(+- 補 日 上 証 [3|( 水 初 ・⑤ 全 初日 [GW 出 発 | 


(無印 300.000 円 、 〇 印 315,000 円 、 口 印 330.000 円 ) 


羽田 (9:40-11:10 発 ) サ 長崎 = 長崎 南山 手 地区 (世界 遺産 ・ 大 浦 天主 堂 と 
] グラ バー 園 を 見 学 ) = 長崎 市 内 ・ ヒ ルト ン 長 崎 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 中 華 コー ス 料 


理 と 天 次 羅 コー ス 料 理 を それ ぞ れ 1 日 ずつ ご 用 意 ヒ に 約 


ーー 長崎 市 内 = 佐世保 [SASEBO 軍 港 ク ルー ズ (海上 自衛 隊 、 海 上 保安 庁 、 
昌 壮 。 米 海 軍 が ある 町 ・ 佐 世 保 。 専 門 ガイ ド の 案内 を 聞き な が ら 、 陸 か ら は 見 られ な 
の か 2 い 米 海軍 貯 油 施設 ・ 弾 薬 庫 を 海 か ら め ぐり ます ) = 鎮守 府 め か り の 日 本 導 産 
ま を 訪ね る ガイ ド ツ アー( 日 本 遺産 「 針 守 府 見 学 ・ 普 段 は 未 公開 の 防空 指 揮 
机 所 」 跡 の 見 学 )]= 長 崎 市 内 ( 泊 ) 
と 長崎 市 内 (9:30 発 )= 柿 衛門 祥 ( 日 本 初 の 赤絵 の 技法 を 開発 。 そ の 「 杭 有 衛 


3 門 様式 ] を 現代 に 伝え る 由緒 ある 窯元 展示 場 と 古 陶磁 参考 館 見 学 ) 保 名 
(有田 焼 の 器 づ か いも お 楽し みい た だ ける 和食 の 昼食 ) ニ 糸島 ・ 伊 都 菜 彩 (JA 
糸島 が 運営 する 人 気 の 産直 市 場 ) 三 福岡 み 羽 田 (18:40~19:30 着 ) 、 剛性 

※SASEBO 軍 港 ク ルー ズ は 、 有 事 の 際 は 代替 観光 地 に ご 案内 する 場合 が あり ます 企画 担当 者 : 藤 木 志 策 


ヒル トン 長崎 環 


2021 年 11 月 オー プン 、 
長崎 駅 西口 正面 に 立つ 
新た な ラン ド マ ー ク ホテ ル の 
デラ ックス ツイ ン に 連 泊 。 
木 の ぬ くも り を 感じ る 


机上 か ら の 風景 (イメ ー ジ ) 


有田 焼 の 器 で 味わう 
3 日 目 昼食 | 保 名 


HAN へ べろ 吉澤 幅 ※ 


ーー 


| 2 泊 目 は オー シャ ン ビ ュー*& 露 天風 呂 付 [五島 リト リー ト ray」 に 宿泊 
チャ ー タ ー 船 で 巡礼 ガイ ド と めぐ る 
宛 の 委 | れ 島 別 島 ] 舎 條 の 教会 巡 を 助 ね 6 3H 間 
名 ] 生 


問 男 同 行 較 1 名 圏 8 名 較 不 可 國 同 乗 
コー ィ 番 号 の 0787-M42 | 5 上 生還 等 、 下 人 上 島 邊 動 車 同等 


上 入金 oe の ) 3 う U.000。 出発 日 馬 15( 晶 
羽田 (9:40-11:10 発 ) か 長崎 =( パ バス また は ジャ ン ボ タク シー) 三 長崎 港 
(ジェ ッ ト フ ォ イ ル )) へ 奈良 尾 港 = ミ (ジャ ン ボ タク シー)= 奈 良 尾 温泉 ・ 五 鳥 列島 リ 
ゾー ト ホ テ ル マル ゲリー タ 奈 良 尾 ( 泊 ) ※17:20 着 予定 。 広 大 な 五島 灘 が 眼 
下 に 広がる リゾ ー ト ホテ ル 。 夕食 は 五島 生 す き し ゃ ぶ 会 席 日 BEg 
奈良 尾 温泉 = 矢 堅 目 の 駅 (塩釜 の 見 学 ) ニ 頭 ヶ 島 天 主 堂 (世界 遺産 登録 の 石造 り の 教 較 還 直 
会 ) ニ 新 上 五島 町 内 (五島 地獄 炊き うど ん の 昼食 ) 三 郷 ノ 首 港 ベ キリ シタ ン 洞 届 ( 船 で し 五島 


リト リー ト ray 


ノ か 行け な い 洞穴 を 船上 か ら 見 学 ン 明 治 時 代 追 害 か ら 逃れ よう と キリ シタ ン が 隠れ 住ん こ 
だ と いう 伝説 の 地 。 白 亜 の キリ スト 像 ) へ 五輪 港 ・| 旧 奏 教 側 (世界 遺 導 登 録 の 木造 オー シャ ン ピ ュ ー の 客室 * で  ※ 急 な 体調 不良 な ど 
の 教会 ) 福江 五島 市 内 五島 リト リー ト ray ( 泊 ) ※1600 着 了 定 ” この っ くり と お 通 こ し くだ さい 。 下村 引 美 さん の ( 
五島 市 内 (8:00 発 )= 井 持 清孝 会 ルル ド ( 第 二 の ルル ド の 霊泉 地 ) = 大 瀬崎 断崖 灯台 到着 後 は 五島 の 民話 民 謡 ショ ー を 中止 と な る 場合 が 。 訂 2 

2 屋 叶 所 ( 力 州 本 土 最 西端 か ら 見 る 東シナ海 の 絶景) ニ 石 島 コン カナ 王国 ワイ ナリ ー& リ AG 國 
ゾー ト ( 石 島 列 島 の 食材 を 使っ た 調理 長 特選 会 席 の 昼食 )= 福 江 港 (ジェット フ ォ イ 和夫 の かなり の の てい る 生 置 史家 
ル ) 長崎 港 ( バ ス ま た は ジャ ン ボ タク シー) 三 長崎 放 羽 田 (18:30~-19:00 着 ) 開 悦 こ -= 中 村 眞 由美 さん 


hb、 


※ 「 五 鳥 列島 リゾ ー ト ホテ ル マル ゲリー タ 奈 良 尾 ( 施 設 総合 評価 93.3%6) 」 は [極み の 宿 "] で す 企画 担当 者 : 藤 木 志穂 
※ 五 島 列 島 の 教会 は 、 新 型 コロ ナウ イル ス 感 染 状況 に より 外観 の み の 見 学 と な る 場合 
が あり ます 。 ま た 、 観 光 順序 を 入れ 替え る 場合 が あり ます 


人 才 半 話 表 2 日 目 は チャ ー タ ー 船 で 
通常 は 行き に くい 聖地 へ 


客室 赴 天 風呂 (一 例 ) さ 
※ 客 室 の 震 天 風呂 は 温泉 で は あり ませ ん 夕食 (一 例 ) 


旧 五 輪 教会 党 較 


3 szsssssp 3(4335)6 の 4 0 


月 ~ 土 9:15~17:30( 日 * 祝 は 休業 ) 思 


時 只 軸 牧 野 講 師 同行 ・ 日 本 古米 の 美 と 文化 、 信 仰 に 触れ る … 
ロマ ン あ ふれ る 北東 北 の 縄文 文化 を 紐解く 


国 希 
よ 
4 つの 世界 遺産 縄文 遺跡 群 3 日 間 四 
晶 ヶ 岡 人 る 、 文 出 
石器 時 代 この 記 人 
で 遺跡 の ン SN に 
陸 開 。 田 小屋 野内 塚 還 偶 
5 に &、 同 
内 _-@: -@ 三 内 丸山 遺跡 
丸 代 2 
人 の ーーー Ku < っ 
2 La 。。。 川 旨 文 館 
記 を me 
を 1 大 環状 列石 4 
に 2 縄文 後期 は 中 距 の ポー ズ な ど を と る 土偶 


が 出現 。 そ の 中 で 手 を 合わ せ た も の 、 さ ら 
に 完全 な 形 で 残る 希少 な 土偶 で す 。 


0) S に レ え の 縄文 文 E に 思い を 馳せ て … 


約 1 万 5000 年 前 か ら は じ ま っ た 縄文 時 代 。 そ れ ま で の 狩猟 文化 に 加え 、 土 器 を 使用 し た 
「 痢 る 」 調理 が 生ま れ 、 移 動 生活 か ら 定 住 生活 へ 大 きく 変化 し て いき 「 ム ラ 」 が 生ま れ ま す 。 
そこ に 暮らし た 人 々 の 暮らし に 想い を 馳せ 、 縄 文 文化 の 世界 観 に 浸り ます 。 


如 堂 芝 濯 半 


辺 革 式 3 昌 鞭 


憶 計 叶 交 半 み rrO 史 


(きこ ヽ ! ぐ ) 


憶 け 器 記 訂 員 
叶 放 つの 吾 ES ET3 
軍事 


一 般 的 に 土 偽 と いわ れる と 思い 浮か ぶ 造 形 の 土偶 。 北 
方 民族 の イヌ イッ ト が 雪 中 の 光 除 け に 着用 し た 「 遮 光 
器 ] に 似 て いる こと か ら 「 遮 光 器 土偶 ] と 呼ば れ ます 。 


出典 :JOMON ARCHIVES 
(つが る 市 教育 委員 会 所 蔵 ) 


国宝 の 合掌 土偶 や 大 湯 の ス トー ン サ ー ク ル な ど 、 縄 文 ア ー ト や 遺跡 に 触れ 
る こと で 、 縄 文 の 人 々 の 思想 や 知恵 を 楽し みな が ら 学 びましょう 。 


Em 叶 牧野 宗 永 な ぅ ぇ い ) 氏 
便 教 大 学 の 仏教 学科 を 経て ネパール の カト マン ドゥ へ 留学 帰国 後 は 仏教 の 才 智 を 美術 や 
教育 を 通し て 伝え る 「 仏 教文 化 コミ ュ ニ ケー ター」 と し て 活動 。 
※ 講 師 は 変更 と な る 場合 が あり ます 


1 名 1 生 


ュー ス > 番号 29536-M42 男 同 行 国 1 名 岡 1 名園 不 可 困 な し 圏 同行 


還 際 貞 業 同等 
ポ 穫 (oe の 1 6().000a 


出発 日 基 明 12 月 日 
東京 (9:00-9:40 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 落 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新 

] 青森 = 三 内 丸山 遺跡 (世界 遺産 国内 最大 級 の 縄文 集落 跡 )= 青 
森 ・ ホ テル 青森 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 和洋 折 東 料理 を ご 用 意 因 固 鍛 ここ Sa 夕食 (一 例 ). 
青森 = 田 小 屋 野 貝 塚 ( 世 界 遺産 @ ノ 定住 発 展 期 前 半 の 集落 の 様子 を 示す 4 2022 年 10 月 1 日 より オー ルイ ンク ルー シブ スタ イル 3 
貝塚 ) … 亀 ヶ 岡 石器 時 代 幅 跡 ( 世 界 間 産 定住 成熟 期 の 高度 な 精神 文 eve ST る 

2 化 ) = 立 人 武 多 の 館 ( 和 食 の 昼食 )= 木 造 駅 (巨大 な 遮光 器 土偶 を モチ ー フ と 夢 ヶ 温泉 ホテ ルグラン メー ル 山 海 荘 


人 志 オ 
境 け 半 mk デマ 


し た 駅 舎 )= 角 ヶ 沢 温泉 ・ ホ テル グラ ン メ ー ル 山海 荘 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 活 館 、 還 
産毛 和 生 、 外 沢 の 紀 の 魚 「 イ トウ ] を 使用 し た 全席 料理 を ご 用 意 役 感 凍 IN 
艇 ヶ 沢 温泉 (8:30 発 ) = 大湯 環状 列石 (世界 道産 @ ノ 祭祀 儀礼 の 在 大 正 ロ マン 薫る 

う り 方 を 示す スト ー ン サー クル ) ニ ホテ ル 講 角 (きり た ん ば 出 を 合 む 和食 の 温泉 リゾ ー ト 。 
昼食 ) = 是 川 縄文 館 ( 国 宝 ・ 合 掌 土偶 ) ニ 八戸 一 新幹線 玲 グ リー ン 車 古代 の 海水 が 温泉 と な っ た 
(禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (21:04 着 ) 世 司 胃 人 沿 水温 泉 を 

回 担 当 者 福井 義 徹 ご 堪能 いた だ け ま す 。 


馬主 アー を 直行 する バス 会 社 の 指定 が な い コー ス に つき まし て は 、 候 社 ホー ムペ ー ジ の 「 利 用 バス 会 社 一 臣 
EE7A 区 を に 抽 二 れ て いる バス 会 社 を 利用 し ます 。 詳 し く は 商社 ホー ムペ ー ジ を ご 確認 くだ さい 。 


et ペー へ のみ 所 湯 幅 ※ 


ーー 
トト 


の 最 ト 級 の 放 | 」 ! の 


と 人 数 で ゆっ た り 広々 と し た 車内 。 閣 シー ト 間隔 広 々 』 シー ト 幅 ゆっ た り so 
は 、 移 動 中 も ゆっ た 本 証 97cm 以 上 詳 記 50.5cm 以 上 生 昌 


と に お 交 こ し いた だ け ます - 
7 誠人 車 空気 全車 信人 付 旨 ad 
リン 司 届 存 間 間 側面 | 較 清洲 供 | トイ レ 完備 


q 瑞 還 還 回 瑞 還 鐘 
| 同 下 分 分 [ 


ーー SS 記憶 の 党 う 季 記 の 全 二 山 朱 め ぐり | 
“ Mi 全う の ホ テル の リツ 沈 ツ ツナ ゲ 


障 07》 ル f 齋 1 | 傘 最 2 曳 
] PE 


3 呈 同 行 国 1 名 圏 10 名 固 不可 困 同 乗 
蘭 還 | 。 ^ き 引 06254-M42 | 本 計上 邊 また は 入 中 招 光 また は な の 花 交 通 
上 人 金 oe の) ] 7 () (0 出発 日 環 j 証 160 日 


東京 (9:00 発 )= 新 宿 (9:50 発 ) ニ 箱根 ・ な だ 万 雅典 (名 の 食材 を 使っ た 和食 の 昼 

食 ) ニ 山 の ホ テル ( 約 45,000 坪 の 大 庭園 に 咲く 約 3.000 株 の ツツジ と 約 300 株 の 
] シャ ク ナ ゲ 観賞 )= 宮 ノ 下 温泉 ・ 富 士 屋 ホ テル 花 御殿 ( 泊 ) 

※15:30 着 予定 。 夕 食 は 「 メ イン ダイ ニン グル ー ム ・ ザ ・ フ ジ ヤ 」 に て フラ ンス 料理 

を 堪能 周忌 名 

宮ノ下 温泉 = 山中 湖 ・ 花 の 都 公園 (富士 山 の 眺 望 と れ モ フィ ラ 観 賞 ) ニ 河口湖 
2 (昼食 )= 本 本 湖 ( 芝 桜 が 広大 な 敷地 に 咲き 誇り 富士 山 を 彩り ます ) = 精進 湖 = 


の A 則 KN ' ] 新宿 (18:30 予 定 ) 東 京 (19: 
ELSE に 6 
企画 担 : 小 


ロイ ヤル クル ー ザ ー 凡 


宮ノ下 温泉 
富士 屋 ホテ ル 
ク 
| 花 御 殿 
周 1878 年 の 創業 以来 、 
本 格 的 リゾ ー ト ホテ ル と し て 


っ 各 失 
国内 外 の 次 客 に 愛さ れ 続け る 富士 居 ホ テル (スマ ー ト カジ ュ ア ル )〉 ス マー ト エ レガ ンス (披露 宴 列席 ) の 服装 を 少し カジ ュ ア ル に し た も の 
クラ シッ ク ホ テル の 先駆 者 。 | タ 食 時 ドレ スコ ー ド | 男性 : ジ ャ ケッ ト 着 用 ・ 女 性 : フ ワン ピー ス ・ ジ ャ ケッ ト ・ パ ン ツ ス タイ ル 


| 史 


応 の 藤 0 計れ フケ ツ 湊 
NLANEAA 別 旧 川 で 2 昌 


復路 

手 荷 宅配 | H 名 ] 生 室 
国 1 名 固 10 名 

ュー スィ 番号 06270- M42 本 Bi 上 T8 本 和 sw 

旅行 代金 ( ぉ ひと り | 40000。 出発 日 双 邊 20 日 


東京 (8:10 発 ) ニ 館林 ・ つ つじ が 岡 公園 (樹齢 800 年 を 超え る ヤマ ツツジ の 巨樹 
群 ノ 約 1 万 株 が 咲き 誇る ツツジ 観賞 ) ニ 足利 - レ スト ラン ヴィ ー ヴ ル (フラ ンス 料 
] 理 の 昼食 )= あ し か が フラ ワー パー ク (圧巻 の 大 藤棚 や 白藤 の トン ネル ) = 鬼怒 
川 温泉 ・ 界 鬼怒 川 ( 泊 ) ※16:00 着 予定 。 鬼 怒 川 渓流 沿い の 森 の 中 に 伴 む 
温泉 旅館 。 と ちぎ 民 藝 を 設え た 客室 で ゆっ た り と お 寛ぎ ざく だ さい 昌司 釣 
鬼怒 川 温泉 = 市 貝 町 芝 ざ くら 公園 (本州 最大 級 約 25 万 株 の 芝 桜 観賞 ) ニ 水戸 
ノ 2 プラ ザ ホ テル (洋食 の 昼食 )= ひ た ち 海浜 公園 ( 「 み は らし の 丘 」 一 面 を 青く 染め 


る 約 450 万 本 の ネモ フィ ラ や 補 節 の 花々 を 観 )= 東 京 (18:30 予 定 ) 半 屋 に 半 較 計 語 半 5 
企画 担当 者 : 小 林 久 美子 市 内 町 芝 ざ くら 公 : 


【 例 年 の 花 の 見 頃 は 4 月 中 名 
各 5 界 此 径 川 


黒羽 藍染 、 大 谷 石 な どの 民 藝 品 を 
則 』 設え た 「 と ちぎ 民 藝 の 間 ] を ご 用 意 。 
と ちぎ 民 藝 の 代表 格 ・ 益 子 焼 を 使い 、 


sl 放 己 波 酒 半 一 喜 細 mm , 普 9 壮 紀 水 功 喜 評 王 S 誠 ct 放 ご 等 吐 芋 と 生き 計 計 ど 環 古本 溢 壮 漠 喜 三 画 TAN ペー べろ 喜 漏 帆 ※ 


旬 の 食材 を 活か し た : 
W 会 席料 理 の 夕食 を 堪能 。 |- で we 
| ※ 客 室 は シャ ワー ブー ス の み と な り ます 。 温泉 入浴 脱 放 つつ じ が 間 公 園 あし ラ ワ ー パ ー ク 
は 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 。 【 例 年 の 花 の 見 頃 は 4 月 中 旬 一 5 月 上 名 】 半音 【 例 年 の 花 の 見 頃 は 4 月 下旬 一 5 月 中 旬 】 


し 全 *03(4335)6240 人 249 EEE 


月 一 土 9:1517:30( 日 * 祝 は 体 業 ) 


日 本 一 と も 称 さ れる 
「 宮 崎 生 」 を 多彩 な 
スタ イル で 堪能 す 
る 、 小 山 薦 堂 氏 プロ 

デュ ー ス の わずか 6 
席 だ け の 和牛 肉 割 烹 
に て コー ス 料 理 を ご 
用 意 。 


ンジ エク ウト ノノ クランチ) 
オー シャ ン リ ゾー ト 
全 客室 東向 き の オ ー シ ャ ン ビ ュー ま \。 
太平 洋 か ら 昇る 朝日 、 
陽光 が 映し 出す 鮮やか な 青 と 緑 な ど 、 
ダイ ナミ ッ ク な ロケ ーション を 


独り 占め で きる 大 型 リ ゾー ト ホ テ ル 。 


※ オ ー シ ャ ン ビ ュー 客室 : お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 計 
見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


' 黄 


テ 


ーー 


生き 例 誠 pL 


名 l 富 


ー mm 国 1 名 圏 5 名 固 不可 國 同 乗 
固 科 瑞 宮 交 バス 同等 


ュー 2022 M42 


NeieO90 と 000g し 
人 3 は 


※( 財 ) ダ ム 水 源 池 環 境 整 備 セ ンタ ー 選 定 
羽田 0 1 か 熊本 = 天 岩 戸 神社 … 天 安 河 原 ( 八 碧 万 の 神々 に 愛 
され た 地 )= ニ 高千穂 峡 ( 侵 食 さ れ た 溶岩 が 生む 霊 妙 な る 光景 プ タ ク シー に 乗り 
換え )= 高 干 穂 峡 プ ホテ ル 四 季 見 ( 泊 ) ※2022 年 7 月 20 日 リニュ ー ア ル し た 
本 館 客 室 を ご 用 意 。 夕 食 は 宮崎 の 名 産品 や 高 干 穂 に 昔 か ら 伝 わる お 料理 と 食 
材 を 現代 に 多 ら せ た 「 高 干 穂 菊 食 」。 高 生 穂 邊 ステ ー キ も ご 賞味 人 釣 
高千穂 峡 = 椎 葉 村 [日 本 三 大 秘境 の ひと つ / 椎 葉 村民 俗 芸能 博物 館 ( 椎 

M 葉 村 に 受け 継が れ て きた 民俗 文化 や 平家 落 人 伝説 な ど を 展示 ) 椎葉 厳島 
神社 ・ 稚 富屋 敷 ( 平 家 討伐 に 訪れ た 那須 氏 ゆ か り の 屋敷 )・ 上 椎葉 ダム ( 車 

窓 )]= 松 泉 宮 温 泉 プ シェ ラ ト ン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト ( 泊 ) 賠 同 多 

松 泉 宮 温 泉 (8:30 発 )= 青 島 (青島 神社 が 鎮座 する 聖なる 島 へ 参拝 ) ニ 

鵜 戸 神宮 (海岸 沿い の 絶壁 の 洞窟 の 中 に 立つ 珍し い 神 社 )= 日 南海 岩 

南郷 プリ ンス ホテ ル (洋食 の 昼食 ) ニ 道 の 駅 な ん ご どう ・ ジ ャ カラ ンダ の 森 

(ジャ カラ ンダ 群生 地 を 散策 )= 宮 崎 サ 羽田 (18:15~18:50 着 ) 開 屋 に 


岐阜 ・ 白 川 郷 、 徳 島 ・ 祖 谷 と と も に 日 本 三 大 秘境 の ひと つと いわ れる 宮 / 
崎 ・ 椎 葉 村 を 訪れ ます 。 静 寂 に 包ま れ た 秘境 な ら で は の 絶景 スポ ッ ト を 
お 楽し みく だ さい 。 2 泊 目 は わずか 6 席 し か な い ホ テル 自慢 の 牛肉 割烹 
に て 宮崎 邊 の コー ス 料 理 を ご 堪能 くだ さい 。 企画 担当 者 : 藤 木 志穂 


7 隊 羽 還 補 利 用 時 に 必要 と な る 国内 旅客 取 抽 
空 潜 を 利用 する ツア ー に つい て ESIv を 2 が 
FAX24 時 間 受 付 


を sszagasss りう (人 433 ら )6240 2335662m 


れる 秘境 の 村 で す 。 相 互 半 助 の 精神 が 田畑 や 森林 、 自 然 、 


な お この 地 に 受け 継が 1 て いま す 。 


境 滞 
権 九州 中 央 山地 に 位置 する 椎葉 村 は 、 日 本 の 原 風 景 が 見 ら 
葉 文化 を 守る 礎 と な り 、 今 


3 


と ア / 
ク 


疾 爺 と ご 潤 べ へ 深 人 交 べ ご N( 和 キキ 


導 加 詳 琴 S 計 キー へ へ みろ 豆 漏 画 ※ 


ぷ 
ワ 


必 びび の > 訓 


OO 
ーー そ ー 
ュー ンー 


8 に 15。 PIPE 軍 本 


JATA 正会員 


ポコ っ 避 証 会 員 


人間 が 広がる 、 族 が 深まる 半 才 * ノラ ブ ソー リズ /、 株 式 会 社 供 旅 行 業 公 正 取引 協議 会 会 員 ら 


> > 〒160- 二 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-3-1 新宿 アイ ラン ドウ イン グ 観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 1693 号 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 


人 


す 4 で 人 @ 企 画 ・ 実 施 営業 所 プロ イヤ ル ・ グ ラン ステ ー ジ  〒104-0061 東京 都 中 央 区 銀座 2-7-17 ティ ファ ニー 銀座 ビル 人 
き 合 旅行 管 】 。 こ の ご 旅行 の 契約 に 関し 、 担 
フラ プリ ー リ ズム 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 大 沢 千夏 か 5 の 障 明 に 不明 な 避 が あ り 


し た ら 、 ご 遠慮 な く 左記 の 旅行 業務 


※ 旅 行 代金 に は 、 消 費 税 等 諸税 が 含ま れ て いま す ※ 予 約 時 に は 、 ど 同行 者 の お 名 前 ・ 年 齢 ・ 電 話 番号 も お 伺い いた し ます 
取扱 管理 者 に ご 質問 くだ さい 。 


※ 詳 し い 旅行 内 容 、 旅 行 条 件 を 記載 し た 書面 (パンフレット) を お 送り いた し ます の で 、 事 前 に ご 確認 の うえ 、 お 申し 込み くだ さい 


回 


※「 極 み の 宿 ] は クラ ブツ ー 


極み の 宿 『 は 、 ロ イヤ ル ・ グ ラン ステ ー ジ の ツ 
アー に ご 参加 いた だ いた お 客 様 の ツア ー 
アン ケー ト の 宿泊 施設 の 評価 を も と に 総合 
評価 909% 以 上 を 獲得 し た 、 お も て な し に 側 
た 宿泊 施設 を 選定 し て いま す 。 (※2019 
び の 年 4 月 2022 年 3 月 の ご 参加 者 対象 アン 
ター ト : り る 施 全 計 価 の 5 訂 
り 。 有 


答 数 78.345 枚 ) 
リズ ム 株 式 会 社 の 


登録 商標 で す 。 登 録 商標 第 5353685 号 


@ コ ー ス 内 マー ク の 見 方 〇 条件 男 ( ツ アーデ ィ レク ター ン 深 乗員 ) 国 ( 最 少 受付 人 員 ) 圏 (最少 催行 人 員 ) 貫 ( 相 部 屋 の 可否 ) 困 ( バ スガ イド ) 圏 (講師) 孤 吉 玉 (利用 バス 会 社 ) 

〇 交通 =( バ ス ) =(JR) ゞ (JR 以外 の 私 鉄 ) (航空 機 ) 必 (ロープウェイ また は リフ ト ま た は ゴン ドラ ) … (ケー ブル カー) …( ト ロッ コ 列 車 ) へ (水上 交通 ) … (徒歩 また は 自由 行動 ) ※ 発 芽 時 間 等 に つい て は 、2023 年 1 月 1 日 を 基準 と し 

〇 食事 開 ( 朝 食 ) 賠 ( 昼 食 ) 図 (夕食 ) 園部 屋 食 ) 敵 ( 軽 食 ) 囲 (弁当 ) 口 (食事 な し ) て いま す 2 ー 
2023 年 2 月 1 日 発行 管理 番号 :21183 


〇 その 他 0B (オプ ショ ナル ツア ー) 


@ ソ アー お 申し 込み 後 、 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 10 日 以内 に 、 発 熱 や 呼吸 困難 味覚. 唱 覚 異常 等 の 症状 が ある 場合 
や 、 海 外 渡 航 歴 、 コ ロナ ウイ ルス 感染 の 診断 を 受け た 方 と 濃厚 接触 され た 疑い が ある 場合 は 、 弊 社 に ご 連絡 くだ さい 。 な 
お 、 出 発 前 に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し 、 陽 性 判定 と な っ た こと 、 及 び 濃 厚 接触 者 に 認定 され た こと を 理由 に お 取消 し の 
合 、 証 明 で さる 書類 の 提出 を 条件 に 取消 料 を いた だ か ず に 、 旅 行 代金 を 全額 ご 返金 し ます 。 書 類 を ご 提出 いた だ け な い 
場合 は 、 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 に 該当 し 、 所 定 の 取消 料 を お 支払 いい た だ きま す 。 書 類 提出 方 法 
や 期限 な く は WEB で ご 確認 くだ さい 俺 ツア ー 当 日 は 集合 前 に 検温 の 上 、 健 康 チ ェ ッ クシ ー ト 
記入 し 必ず ご 提出 くだ さい 。 発 熱 や 咳 、 喉 が 痛い な どの 症状 が ある 方 は ご 参加 いた だ け ま せん 俺 ツア ー 
中 に 発熱 や 風邪 症状 ( 忠 の 痛み 、 咳 、 倍 忠 感 な ど ) 、 味 覚 唱 覚 障害 等 が め ら われ た 場合 は 、 ツ アー を 離 団 し 
て いた だ きま す 。 ま た .、 特 例 と し て 離 団 期 間 の 旅行 代金 を 日 割り に て 後日 払い 戻し いい た し ます 
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# フ ラプ リー- リ スム PASS 


* ト 許 ご 区 机 蘭 測 喜 細 外 , 療 ③ 誤 紐 


